
波
多
野
純
学
長
日本工業大学
教
養
教
育
の
充
実
図
る

　
―
２
０
１
２
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
「
今
年
度
か
ら
、
教

養
教
育
の
再
構
築
を
図

る
。
本
学
は
こ
こ

年

程
、
専
門
教
育
の
強
化

に
力
を
注
い
で
き
た
。

こ
の
た
め
、
今
後
は
教

養
面
を
充
実
さ
せ
た

い
。
ま
た
、

本
学
は

優
秀
な
技
術
者
を
輩
出

す
る

と
い
う
ブ
ラ
ン

ド
化
も
必
要
。
教
授
に

対
し
て
は
、
成
績
評
価

を
厳
格
化
す
る
よ
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い

る
」

　
―
日
本
工
業
大
学
の

特
徴
と
は
。

　
「
モ
ノ
づ
く
り
現
場

で
使
わ
れ
る
機
械
や
装

置
に
全
学
生
が
触
れ
ら

れ
る
体
験
学
習
が
、
本

学
の
強
み
。
す
ぐ
に
現

場
で
使
え
る
技
能
を
習

得
さ
せ
て
い
る
」

　
「
自
分
の
専
門
分
野

を
早
い
時
期
に
決
定
さ

せ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

も
、
他
大
学
と
異
な
る

点
。
そ
の
道
を
究
め
る

こ
と
で
専
門
的
な
職
に

就
い
て
い
る
卒
業
生
が

多
い
」

　
―
教
育
方
針
と
し
て

現
場
で
感
謝
さ
れ
る

リ
ー
ダ
ー
の
養
成

を

掲
げ
て
い
ま
す
ね
。

　
「
例
え
ば
、
海
外
の

工
場
へ
派
遣
さ
れ
て
、

ト
ラ
ブ
ル
を
発
見
し
た

場
合
、
本
部
の
指
示
を

待
つ
タ
イ
プ
と
、
自
ら

作
業
着
を
着
て
部
下
と

一
緒
に
問
題
解
決
を
図

る
タ
イ
プ
が
い
る
。
本

学
が
輩
出
し
た
い
の
は

後
者
。
自
分
か
ら
モ
ノ

に
触
れ
て
汗
を
か
き
、

信
頼
さ
れ
る
リ
ー
ダ
ー

を
育
て
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
技
能
や
知
識
だ
け

で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
も
大
切
。

特
に
こ
れ
か
ら
は
、
モ

ノ
づ
く
り
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
対
応
し
て
、
語

学
教
育
に
一
層
注
力
し

た
い
」

埼玉県特集

埼玉県工科大学のこれから
　埼玉県内に所在する４工科系大学。 年４
月に埼玉工業大学、同年 月に日本工業大学、
そして 年４月にはものつくり大学でそれぞれ
新学長が生まれるなど、上層部の世代交代が進
んでいる。近年は少子化の進行などにより、産
学連携や地域貢献など教育以外の取り組みの重
要性が増大。大学の総合力が試される時代だと
言える。それだけに、トップが打ち出す運営方
針は重要。各大学に 年度の取り組みと将来展
望を聞いた。

内
山
俊
一
学
長
埼玉工業大学
総
合
的
に
学
生
を
支
援

　
―
２
０
１
２
年
度
の

計
画
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

　
「
今
年
度
は
教
育
以

外
で
の
学
生
支
援
を
強

化
し
た
い
。
こ
の
た
め

年
度
内
に
、
就
職
先
を

開
拓
す
る

キ
ャ
リ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー

、
基

礎
学
力
の
向
上
を
促
す

学
習
支
援
セ
ン
タ

ー

、
学
生
が
使
用
で

き
る
加
工
設
備
な
ど
を

備
え
た

も
の
つ
く
り

テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

、

在
学
留
学
生
へ
履
修
や

生
活
面
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
す
る

留
学
生

支
援
セ
ン
タ
ー

の
４

セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ

る
。
総
合
的
に
学
生
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ

ム
を
作
り
上
げ
、
教
育

機
関
と
し
て
の
価
値
を

高
め
た
い
」

　
―
今
年
度
は
出
版
会

も
立
ち
上
げ
ま
す
ね
。

　
「
本
学
の
教
育
方
針

や
研
究
成
果
を
世
に
出

す
書
籍
を
発
刊
す
る
計

画
だ
。
学
内
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
と
思

う
」

　
―
産
学
連
携
に
関
す

る
方
針
は
。

　
「
今
、
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
の
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
の
研
究
。

こ
れ
を
受
け
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発
、
燃
料

電
池
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ

ッ
ド
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
関
連

す
る
取
り
組
み
に
力
を

入
れ
る
。
補
助
金
な
ど

を
活
用
し
な
が
ら
、
テ

ー
マ
ご
と
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
行
さ
せ
た

い
」

　
―
大
学
の
課
題
は
。

　
「
５
―
６
年
後
か
ら

歳
人
口
が
本
格
的
に

減
り
始
め
る
。
そ
れ
ま

で
に
大
学
の
基
盤
を
固

め
、
地
域
社
会
の
中
で

の
地
位
を
確
立
し
な
い

と
い
け
な
い
。
そ
の
一

環
で
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
な
ど
も
随
時
検
討

し
て
い
く
」
　

稲
永
忍
学
長
ものつくり大学
実
技
主
体
の
独
自
教
育

　
―
４
月
１
日
付
で
就

任
し
ま
し
た
。

　
「
生
産
現
場
で
陣
頭

指
揮
で
き
る
人
を
輩
出

す
る
の
が
本
学
の
役

目
。
企
業
、
行
政
、
各

種
団
体
な
ど
か
ら
の
期

待
を
感
じ
る
。
実
技
を

主
体
と
し
た
本
学
独
自

の
教
育
を
、
さ
ら
に
伸

ば
し
て
い
き
た
い
」

　
「
今
後
は
、
本
学
の

特
色
を
一
層
は
っ
き
り

と
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
。
製
造
学
科
と
建
設

学
科
の
連
携
を
強
化

し
、
両
者
に
よ
る
共
同

研
究
な
ど
も
促
し
た

い
」

　
―
専
門
分
野
は
。

　
「
１
９
９
０
年
か
ら

約

年
間
、
鳥
取
大
学

乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー

で
砂
地
で
の
植
物
育
成

な
ど
に
つ
い
て
研
究
し

た
。
砂
漠
拡
大
や
飛
砂

害
を
防
ぐ
こ
と
な
ど
が

研
究
の
目
的
。
当
時
、

全
国
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

タ
イ
プ
の
学
生
が
集
ま

り
、
力
を
合
わ
せ
て
良

い
研
究
が
で
き
た
。
本

学
で
も
、
教
職
員
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
を
重
視
す

る
」

　
―
鳥
取
県
産
業
技
術

セ
ン
タ
ー
理
事
長
と
し

て
の
経
験
も
あ
り
ま

す
。

　
「
理
事
長
職
を
務
め

た
の
は

年
４
月
か
ら

の
４
年
間
。
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
直
後
に
は
、

研
究
用
材
料
費
の
補

助
、
貸
し
研
究
室
の
入

居
費
引
き
下
げ
な
ど
を

実
行
し
、
苦
し
い
状
況

に
あ
っ
た
鳥
取
県
内
中

小
企
業
の
支
援
に
力
を

注
い
だ
」

　
―
大
学
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
こ
と
は
。

　
「
本
学
に
と
っ
て
は

学
生
と
企
業
が

お
客

さ
ま

。
両
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
教
育
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
た
め
、
教
育
内
容
の

絶
え
ざ
る
見
直
し
が
必

要
だ
と
思
う
」

佐
藤
定
夫
学
部
長
理
工
学
部

東京電機大学
高
校
と
の
連
携
に
注
力

　
東
京
電
機
大
学
で

は
、
新
設
の
東
京
千
住

キ
ャ
ン
パ
ス
を
４
月
に

開
校
し
た
。
交
通
利
便

性
の
良
い
最
先
端
の
都

市
型
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
影
響
も
あ
り

学
内
全
体
に
勢
い
が
あ

る
。
埼
玉
県
鳩
山
町
に

あ
る
当
理
工
学
部
は
、

都
市
型
キ
ャ
ン
パ
ス
と

は
対
照
的
に
大
自
然
に

か
こ
ま
れ
た
郊
外
型
キ

ャ
ン
パ
ス
。
学
生
が
の

び
の
び
と
学
べ
る
環
境

に
あ
る
。
特
に
、
沿
線

東
武
東
上
線

や
地

方
の
学
生
に
人
気
が
あ

る
よ
う
だ
。

　
理
工
学
部
で
は
、
他

学
部
と
同
様
の
ペ
ー
ス

で
４
年
連
続
、
受
験
者

数
が
増
え
て
い
る
。
学

生
の
授
業
に
向
か
う
姿

勢
も
、
年
々
真
剣
さ
を

増
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
。
卒
業
生
の
就
職

状
況
に
関
し
て
は
、
前

年
度
よ
り
若
干
改
善
傾

向
が
見
ら
れ
る
。

　
理
工
学
部
で
は
、
工

学
や
電
機
を
同
時
に
学

べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

広
域
性
が
大
き
な
特

徴
。
ま
た
、
高
校
と
教

育
で
連
携
す
る
高
大
連

携
に
も
注
力
す
る
。
昨

年
は
、
鳩
山
高
校
に
当

学
生
を
教
育
ア
シ
ス
タ

ン
ト
と
し
て
派
遣
。
好

評
を
受
け
、
今
年
も
鳩

山
高
校
か
ら
依
頼
さ
れ

た
。
別
途
、
複
数
の
高

校
と
も
出
張
講
義
の
実

施
な
ど
に
向
け
た
調
整

を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
大
学
全
体
で
の
取

り
組
み
と
し
て
、
今
年

度
は
課
題
解
決
型
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の

本
格
導
入
を
図
っ
て
い

く
。
設
立

数
年
を
経

た
理
工
学
部
キ
ャ
ン
パ

ス
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝

化
も
計
画
中
。
送
迎
バ

ス
の
運
行
計
画
も
、
学

生
の
利
便
性
に
基
づ
き

改
善
す
る
予
定
だ
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ５月３０日 水曜日 　　


